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1. ま え が さ

筆者らは,ロール成形におけるロールプロフィルの設

計を,任意の製品断面について合理的に行うことのでき

る汎用シミュレーターの開発に取り組んでいる.第1報,

1)第2報,2)では,スタンド間で素材が呈する三次元的な

変形曲面形状,素材に作用する応力･歪の分布を求める

ための解析手法を説明し,電縫管･C形鋼等についての具

体的な数値計算を行い,この手法の有効性を示した.本

報では,この解析手法をロール設計に発展させて,ロー

ルフラワーの自動設計法を開発したので,以下にその設

計手法と具体的な設計の一例を報告する.

2.用 語 の 定 義

#iスタンドの曲げ角度0#t,"i-1～#iスタンド間曲

げ角度増分AO#t,#i-1～#iスタンド間平均曲げ角度

@#t'を図1のように定義する.

ここで,

@ #ざ-o糾 +与AC#i (1)

ロールフラワーを直線と円弧の線素に分け,その境界

点をプロフィル基準点Pmと定義する(図2参照).各ス

タンドのロールフラワーの幾何学的形状は,次に示すプ

ロフィルマトリックスQ#t･により決定される.

Q#i

Yl#Z',Zlgz',Al",Rl"t',Cy'i',Cz#11',

Y2#t,Z2粥,̂2qi,R2#t',Cy#2i,cz#,i

Ym#t,zAi,A孟E,RAt',Cy#&,Cz#孟

YIz',Zが,Akl',Rkl-,C露,C紘

ここで,

Ym,Zm,-点Pmの Y,Z座標

Am-Pm-Pm.1の線素が直線か円弧かの識別index

Rm-Pm→Pm.1の線素が円弧の場合の円の半径

Cym,Cam-Pm→Pm.1の線素が円弧の場合の中心の

㍗,Z座標
3.設 計 条 件

本朝では,以下のような条件の下でのロールフラワー

の設計を考える.(1) 幅方向に対称な製品断面形状を

取り扱う.(2) ロー)レフラワ-を構成している線素に

関して,隣り合う円弧,直線と円弧は,境界点Pmにおい

て互いに接する(図3).(3) 曲げ方式としてはどのよ

うなものでも良いが,ここでは曲げ孤長一定方式を採用

する.すなわち,各曲げ部のコーナーアール寸法は,各

スタンドの曲げ角度0#tが与えられれば,次式より決定

されるものとする (図3).

R#2'-Rex(ee/0#t') (2)

ここで,Oe,Reは製品断面の曲げ角度およびコーナーア

ール寸法である.

4.設 計 手 法

4.1設計方針と制御変数

設計の方針としては,次の2つを考える.(1) 縁波

防止の観点から,各スタンド間での素材緑部の長手方向

膜歪の最大値(CEO)品まⅩを均一化して,全スタンドを通し

ての(6∬｡)鮎Xの最大値((Ex.)品まⅩ)MAXを黄小にする.(2)

各スタンドに要する成形トルクを均一化する.成形トル

ク=変形仕事率+ロール･素材間摩擦仕事率であるが,

図1 0#Ⅰ,AO#E,♂"の定義 図2プロフィル基準点Pmの定義
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